
「国語Ａ：主として知識」について、「読むこと」においては、全国平均をやや上回って
います。一方、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」においては、全国と同様で、

「書くこと」においては、全国平均をやや下回り、「話すこと・聞くこと」においては、全国平均を下回る
結果となりました。「国語Ｂ：主として活用」について、「話すこと・聞くこと」において、全国平均を上
回っています。「書くこと」においては全国と同様、「読むこと」においては、全国平均を下回っている結
果となりました。

国 語

【国語Ａの分析】
○国語Aの平均正答率は74.0％で、北海道・
全国の正答率と同様です。
○「話すこと・聞くこと」領域の正答率は
62.5％であり、全国､北海道と比べると下回
っています。具体的には、「互いの話を聞き、
考えの共通点や相違点を整理しながら、進行
に沿って話し合う」問題の正答率が低い状況
です。
○「読むこと」領域の正答率は72.0％であり、
全国、北海道と比べるとやや上回っています。
○「手紙の構成を理解し、後付けを書く」、
「学年別漢字配当表に示されている漢字を正し
く書く（参加たいしょう）」問題の正答率が
低く、無回答も多い状況です。

【国語Ａでの６学年児童の正答率が高かった問題】
⇒ ア 学年別漢字配当表に示されている漢字を

正しく読むこと

【国語Ａでの６学年児童の正答率が低かった問題】
⇒ イ 学年別漢字配当表に示されている漢字を

正しく書くこと

【国語Ａにかかわる今後の取組】
○「話すこと聞くこと」においては、目的や意図に応
じて、自分の考えが伝わるように話すためには、話の
構成や内容を工夫し、場に応じた適切な言葉遣いで話
すことができるようにすることが大切です。そのため、
目的や意図に応じて、自分の考えが伝わるように話す
指導を行っていきます。
○「書くこと」においては、実生活においては、依頼
状や案内状、礼状などの実用的な文章としての手紙を
書くことが求められます。そのため実用的な文章とし
ての手紙を書く指導の充実を図っていきます。
○漢字を正しく書く学習では、字形に注意しながら繰
り返し書いて練習することのみならず、漢字のもつ意
味を考えながら文や文章の中で正しく使うことができ
るように指導していきます。書く活動と関連付けるな
どして、短文で繰り返し読んだり書いたりする機会を
増やしていったり、定期的な小テストを実施したりす
ることで定着を図っていきます。

【国語Ａでの６学年児童の正答率が低かった問題】
⇒ウ 手紙の構成を理解し、後付けを書くこと

【国語Bの分析】
○平均正答率は57.0％で、北海道・全国と同様で
す。
○設問１一の「動画を見る目的を捉えることを通
して、目的や意図に応じ、適切な言葉遣いで話す」
問題の正答率が87.5％と高く、全国と比べても上
回っています。
○設問３二の「自分の考えを広げたり深めたりす
るための発言の意図を捉える」問題の正答率が
16.1％と低く、全国と比べても下回っている状況
です。

【国語Bにかかわる今後の取組】
○「読むこと」における物語文では、叙述を基に理由を明
確にして、自分の考えをまとめるためには、一つの場面の
叙述だけを対象とするにとどまらず、複数の場面の叙述を
相互に関係付けながら読むことが重要です。そのため物語
を読み、具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考
えをまとめる指導を行っていきます。
○「書くこと」において、読み手に自分の伝えたいことが
分かるようにするため、具体的な事実を基にしたり、複数
の内容を関係づけたりして必要な内容を整理して書くこと
が重要です。そのため、目的や意図に応じ、必要な内容を
整理して書く指導に取り組んでいきます。



【国語Bでの６学年児童の正答率が低かった問題】
⇒ イ 自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉えること

「算数Ａ：主として知識」について、「数と計算」領域においては、全国平均を上回ってい
ます。一方、「量と測定」「図形」「数量関係」の領域においては、全国平均と同様の結果と

なりました。「算数Ｂ：主として活用」について、「数と計算」領域においては、全国平均をやや上回ってい
ます。「図形」、「数量関係」領域においては、全国平均と同様、「量と測定」においては、全国平均を下回
っている結果となりました。

算 数

【算数Ａでの６学年児童の正答率が高かった問題】・１
⇒ア 具体的な問題場面において、乗法で表す

ことができる二つの数量の関係を理解していること

【算数Ａでの６学年児童の正答率が低かった問題】
⇒ウ 加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすることができること



【算数Ａの分析】
○平均正答率は82.0％で、全国と比べて上回っていま
す。
○「数と計算」領域の正答率が85.5％であり、全国と
比べると上回り、特に、設問１(1)「具体的な問題場面
において、乗法で表すことができる二つの数量の関係
を理解している」問題の正答率は、100％と高い。一
方で、「加法と乗法の混合した整数と小数の計算」問
題では、48.2％であり、全国と比べても下回っている
状況です。
○「量と測定」領域の正答率が67.9％であり、全国と
比べると同様である。設問４「任意単位による測定に
ついて理解している」問題の正答率は、64.3％であり、
全国と比べても下回っている状況です。
○「図形」領域の正答率は、81.3％であり、全国と

比べると同様です。

【算数Ａにかかわる今後の取組】
○「量と測定」領域においては、比較や測定
の方法のよさを理解し、新たに学習する量の
比較や測定に活用できるようにすることが大
切です。そのため、異なる量の比較や測定に
おいても、共通する比較や測定の方法が用い
られることを実感的に理解できるよう指導し
ていきます。

○「図形」領域に関しては、「図形の構成要
素に着目する」問題の正答率が低いこと か
ら、図形の構成・分解の活動を通して、図形
の性質について理解を深めることができるよ
うにする指導していきます。

【算数Bの分析】
○平均正答率は46.0％で、全国と比べると同
様になっています。
○「数と計算」領域の正答率は55.4％であり、
全国 と比べるとやや上回っています。設問１
(1)「示された条件を基に、適切な式を立てる
ことができる」問題の正答率は、80.4％であ
り、全国と比べても上回っています。
○「量と測定」領域の正答率が42.9％であり、
全国と比べると下回っています。設問３(2)
「仮の平均を用いた考えを解釈し、示された
数値を基準とした場合の平均の求め方を記述
できる」問題の正答率は、16.1％であり、
全国と比べて下回っています。

【算数Bにかかわる今後の取組】
○「量と測定」領域においては、比較や測定の方法の
よさを理解し、新たに学習する量の比較や測定に活用
できるようにすることが必要です。そのため異なる量
の比較や測定においても、共通する比較や測定の方法
が用いられることを実感的に理解できるようにする指
導を行っていきます。
○「図形」領域においては、図形の性質を実感的に理
解できるようにすることが大切です。そのため図形の
構成・分解の活動を通して、図形の性質について理解
を深めることができるようにしていきます。

【算数Bでの６学年児童の正答率が低かった問題】
⇒ イ 示された条割合を解釈して、基準量と比較量の関係を表している図を判断できること


